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現在、金属加工関連業界で深刻化する熟練作業者の高齢化は溶接現場においても例外ではなく、

早急な若手溶接士の育成が求められている。一方で溶接現場における技能教育は、溶接士の技量が

溶接品質に大きく影響するにも関わらず定量的に評価されていない課題があった。そこで本研究で

はモーションキャプチャを用いて、半自動溶接の基本姿勢である下向溶接に加え、立向・横向姿勢

における溶接トーチの動きを定量化することで技術伝承に取り組んでいる。 

今年度は立向・横向姿勢での溶接トーチ動作と溶接品質との関係、溶融池（金属が溶けている部

分）の撮影手法について調査した。まずトーチ動作と溶接品質の関係について、溶接速度、トーチ

高さ・角度、ウィービング動作（トーチを左右に動かしながら溶接する動作）などのパラメータに

ついて解析した。その結果立向・横向姿勢では、トーチ先端がウィービング止端部（図１）で滞留

する時間の割合が長いほど裏曲げ試験後の点数が上がり、溶接品質が向上することが分かった（図

２）。これらの結果を基に立向・横向姿勢に対応した溶接訓練システムの作製を行い、今後実証試

験を行う。また溶融池撮影について、ビデオカメラと適切な光学フィルタを組み合わせることで溶

融池の状態を明瞭に観察する手法を確立することができた（図３）。 

 

図３ 溶融池撮影映像 

図２ トーチ先端滞留時間割合と 

裏曲げ試験後の評価点の関係（立向） 

図１ ウィービング動作 
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